
  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現地を巡り観てこよう！ 

 

【お神渡り】 
極寒の夜、諏訪湖が全面こおり、明け方 
大きな音とともに氷がさけ割れる。 

 

【元旦の蛙狩り】 
１月１日、神前に蛙を供える
神事で、神社前の御手洗川の
氷を割って土を掘ると必ず赤
蛙がでてくる。 

【五穀の筒粥】 
１月 14 日の夜、葦の茎と 
粥を一緒に釜に入れて煮、 
その年の五穀の稔り方や 
世の中などを占う。 
(当日は上社の筒粥殿跡を見学） 

 

諏訪地域には語り継がれている“諏訪の七不思議”があります。それは諏訪大社に 
関わる不思議な現象や事柄で、およそ 700 年も前から記録が残る日本最古の七不思議 
と言われています。 
七不思議といっても諏訪大社上社・下社を合わせると全部で 11 の不思議がありま 

すが、この講座では、『諏訪の民話』竹村良信著 (発行所：信濃教育会出版部)に紹介 
されている “諏訪の七不思議”（上社） の現地を巡ります。 

説明を聞きながら見学し、自分でもっと調べてみようと思うことがあったら、夏休 
みの調べ学習につなげてみましょう。  

◆ 講師 秋山
あきやま

 大一
た い ち

 先生（その他：諏方塾の皆さん）   

◆ 期日 7 月 25 日 （土）   ◆ 受講料 無料   ◆ 定員 16 名（小中学生、親子等） 
◆ 日程 中央公民館駐車場集合 8:20 ⇒葛井神社（8:35～8:55）⇒諏訪大社前宮 

（9:05～9:20）⇒諏訪大社上社（9:30～10:00）⇒藤島社（10:05～10:20）⇒ 
渋崎湖岸（10:35～11:00）⇒ 中央公民館着 11:30 まとめの会、解散 11:50 
 ＊当日の天候によっては、見学場所が変更となる場合があります。 

◆ 持ち物  帽子、水筒、敷物、雨具 
◆ 申込み ６月 29 日（月）正午から電話にて中央公民館へお申し込みください。 

    【中央公民館 ℡ 72-3266】 ※小学 3年生以下は保護者同伴でお願いします。 

                 ※７月６日(月)10 時の段階で定員に達していない 

場合は大人の申込みもお受けします。 

【葛井ノ清池 
葛井の池は底なしといわ 
れ、沈めた物は翌朝、静 
岡県の池に浮き上がると 
伝えられている。 

 

 

 

【宝殿の点滴】 
どんな干天にも、毎日 
宝殿の欅から雨滴が 
落ちるといわれている。 

【御作田の早稲】 
６月 30 日に神田に苗を植 
えれば、30 日間でみのり、 
神前に供えたという。 

 

 


